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事例で学ぶ知的財産

内容

１．知的財産制度の概要

２．特許情報の調べ方

３．特許情報プラットフォーム（J-platpat）の利用法

４．外国特許情報の入手法

５．特許権を巡る争い
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１．知的財産制度とは？

知的財産権は､技術などに関する産業財産権と､文学などに関する著作権などに大別され

ます。産業財産権の中には、「特許権」、「実用新案権」、「意匠権」および「商標権」という

４つの権利があります。これを制度化したのが、産業財産権制度です。

著作権などには、「著作権」、「半導体集積回路配置権」、「商号」、「不正競争防止法」およ

び「種苗法」があります。

１－１．産業財産権

発明を保護する特許は、新しいアイデアを閃いた人に付与されます。｢物」「方法」「物の

生産方法」の３つのタイプがあります。権利期間は出願日から２０年です。医薬品、農薬

については国の承認を得る必要があるため、特別に５年を限度として権利期間の延長を認

めています。

実用新案は日用品の構造・形状の工夫といった簡単な小発明と考えられる考案を保護す

る制度で、出願すれば無審査で登録されます。権利期間は出願から１０年です。

意匠は物品の形状、模様等新しく考えた人に与えられる権利で、権利期間は登録から２

０年です。

商標は自分が取り扱う商品やサービスを他人のものと区別できるようにするマークに対

して付与される権利です。会社や商品のロゴやクロネコヤマトの宅急便の配送車に描かれ

ているマークなどが該当します。権利期間は登録から１０年ですが、会社名等はその会社

が継続して存在する間は使用できないと社会に混乱をもたらすので、登録期間満了前に更

新手続きを行えば引き続き継続して使用できるようになっています。更新も１０年ごとに

何度でも実施できます。

１－２．著作権など

著作権は文学、学術、美術、音楽の範囲に属するものを保護する制度です。新しい書籍、

雑誌に掲載された文章、絵や美術、音楽、論文など新しく創作されたものを保護するもの

です。コンピュータプログラムも含まれます。創作された時点で自動的に権利が発生し、

特別な手続きは不要です。権利期間は創作時から著作者の死後５０年です。

有名な漫画家であった手塚治虫氏は１９８９（平成元）年２月９日に亡くなっています

ので、平成２８年現在、彼の色々な作品はまだ著作権が継続しています。彼の作品を勝手

に模写して使う行為は著作権侵害ということになります。

半導体集積回路配置権は独自に開発された半導体チップの回路配置に対して与えられる

権利で、権利期間は登録から１０年です。

商号は営業上、法人格を表示するための名称、社名で、期限なく使用できます。

不正競争防止法は、公正な競争秩序を確立するために設けられている法律で、他人の著
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名な商品等表示を使用して混同を生じされる行為等を禁じています。禁じるだけでは効果

が限られるので、色々な罰則規定が設けられています。

植物の新品種は、種苗法により新品種を育成した人を保護しています。保護期間は登録

から２５年ですが、樹木は３０年となっています。

１－３．出願手続き

ここでは、産業財産権である特許、実用新案、意匠及び商標について権利を取得するた

めの出願手続きについて見ていきましょう。特許庁へ決められた形式で作成した書面を提

出することが出願手続きです。

１－３－１．特許出願

出願書面の事例

特許願

【書類名】 特許願

【整理番号】 Ｐ－００１

【提出日】 平成２８年 １１月 ２５日

【あて先】 特許庁長官殿

【発明者】

【住所又は居所】 埼玉県さいたま市南区○○

【氏名】 福山 正治

【出願人】

【識別番号】 ７１２００８１○○

【住所又は居所】 埼玉県さいたま市南区○○

【代表者】 福山 正治

【手数料の表示】

【納付番号】

【提出物件の目録】

【物件名】 明細書 １

【物件名】 特許請求の範囲 １

【物件名】 要約書 １

【物件名】 図面 １
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明細書

【書類名】 明細書

【発明の名称】

アルミ缶圧縮機

【技術分野】

【０００１】

この発明は、アルミ缶を資源として回収するときの、缶容積の減容することに関する。

【背景技術】

【０００２】

近年資源の再利用が進み、各自治体によるアルミ缶の分別回収が行われている。回収を

進めるにあたって、缶の容積を少なくしたいという要望があった。収集場所での簡易な圧

縮機が求められていた。

【先行技術文献】

【特許文献】

【０００３】

【特許文献１】

【非特許文献】

【０００４】

【非特許文献】

【発明の概要】

【発明が解決しようとする課題】

【０００５】

場所を選ばず、持ち運びが可能なコンパクトな缶圧縮機を提供することを課題とする。

【課題を解決するための手段】

【０００６】

筒状の容器の中に、アルミ缶を挿入し、その上部からアルミ缶天面全体に均等に圧力を

加えることで、安全に減容できる圧縮機を提供する。

【発明の効果】

【０００７】

本発明によれば、本体にアルミ缶を挿入し、その上方に設置された圧縮板を押し下げる

ための、打圧軸が結合されており、さらにその上方に本体天井に１個から複数個の軸を案

内する穴を配置する。穴は軸よりわずかに大きくしておき、衝撃荷重による軸の急速な移

動により穴との干渉等によりかじり、焼きつきが無いように考慮してある。上部に突出し

た打圧軸端をハンマー等で衝撃荷重を与えることで、圧縮板を押し下げアルミ缶を圧縮、

減容する。

【０００８】
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またアルミ缶の投入には天地を選ばない。

【図面の簡単な説明】

【０００９】

【図１】 本発明の一実施形態を示す図である。

【発明を実施するための形態】

【００１０】

本発明の一実施形態を、図１に示す。

【００１１】

アルミ缶圧縮機の本体内径はアルミ缶外形より１０％程度大きくしてあり、圧縮板によ

り減容されたアルミ缶が径方向に大きくなっても、処理後の取り出しを容易にしている。

【００１２】

「実施形態の効果」

この実施形態によれば、本体の投入口より投入されたアルミ缶が、本体上に突出した軸

端をハンマー等で打ちおろすことで、圧縮板を押し下げアルミ缶を圧縮、減容する。

【符号の説明】

【００１３】

１：圧縮機本体 ２：軸 ３：軸ガイド穴 ４：軸末端

５：底板 ６：投入口 ７：圧縮板

特許請求の範囲

【書類名】 特許請求の範囲

【請求項１】 飲料用アルミ缶圧縮機において、アルミ缶上部に配置した圧縮板と結合

された打圧用軸を案内するための圧縮機本体に固定された１個から複数個の穴を有し、突

出した打圧軸にハンマー等の衝撃荷重を与えることで、圧縮板と圧縮機底板間でアルミ缶

を挟み込み縦方向にアルミ缶を圧縮する機構を有するアルミ缶圧縮機。

【請求項２】 設置姿勢は天地、水平、傾斜を選ばないアルミ缶圧縮機。

要約書

【書類名】 要約書

【要約】

【課題】 小型軽量で持ち運び可能なアルミ缶圧縮機。

【解決手段】 アルミ缶本体を案内する円筒形本体に設置固定された打圧軸を案内する穴

部材に圧縮板に結合された打圧軸を挿入し、突出した軸端にハンマー等で衝撃荷重を与え、

圧縮、減容する簡易な機構で安全で持ち運びが容易なアルミ缶圧縮機を提供する。
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図面

１－３－２．商標出願ひな形

（ 12,000 円）

【書類名】 商標登録願

【整理番号】 TM2016001

【提出日】 平成２８年 １１月 １５日

【あて先】 特許庁長官 殿

【商標登録を受けようとする商標】

がってん食堂

特許

印紙
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【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

【第４３類】 飲食物の提供

【商標登録出願人】

【住所又は居所】 ○○県○○市××町１－１－１

【氏名又は名称】 福山 正治

【手数料の表示】

【納付金額】 12,000 円

１－４．特許－出願から権利取得まで具体的事例

１－４－１．事例１（簡単に特許査定を受けた事例）

（１）登録特許

(12)【公報種別】特許公報(B2)

(11)【特許番号】特許第 5160838 号(P5160838)

(24)【登録日】平成 24 年 12 月 21 日(2012.12.21)

(45)【発行日】平成 25 年 3 月 13 日(2013.3.13)

(54)【発明の名称】形状保持型吊上げ式直方体バック

(21)【出願番号】特願 2007-214962(P2007-214962)

(22)【出願日】平成 19 年 8 月 21 日(2007.8.21)

(65)【公開番号】特開 2009-46911(P2009-46911A)

(43)【公開日】平成 21 年 3 月 5 日(2009.3.5)

【審査請求日】平成 22 年 8 月 5 日(2010.8.5)

(73)【特許権者】

【氏名又は名称】野本 太

(73)【特許権者】

【氏名又は名称】松岡 元

(72)【発明者】

【氏名】野本 太

【審査官】西田 秀彦

(56)【参考文献】

【文献】特許第３９４９１５６（ＪＰ，Ｂ１）

【文献】特開平１１－３３４７８６（ＪＰ，Ａ）
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【文献】特開２００２－３２７４１７（ＪＰ，Ａ）

【文献】特開２００１－００２１８２（ＪＰ，Ａ）

(58)【調査した分野】(Int.Cl.,ＤＢ名)

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

内部に土砂が詰め込まれる直方体形状の直方体バックと、前記直方体バックの対角線上に設けられた基

底バンドと、 前記基底バンドが交差する交点に一端が接続され、他端は吊り下げ部に接続される四角柱

形状のリフトバンドと、前記リフトバンドの四角柱の周囲を取り巻く複数の四角柱枠型固定バンドと、

各固定バンド毎に、前記リフトバンドの各面において、その各一端が前記リフトバンドと前記固定バン

ド間に固定され、その各他端はリフトバンドの中心から所定距離隔たった点で前記基底バンドに固定され

る複数のトラスバンドとを備えるようにしたことを特徴とする形状保持型吊上げ式直方体バック。

（請求項２以下省略）

文章だけでは分かりにくいので、図面を示します。

（２）出願書面（特許請求の範囲）

書類名】特許請求の範囲

【請求項１】

内部に土砂が詰め込まれる直方体形状の直方体バックと、前記直方体バックの対角線上に設けられた基

底バンドと、前記基底バンドが交差する交点に一端が接続され、他端は吊り下げ部に接続される四角柱形

状のリフトバンドと、前記リフトバンドの四角柱の周囲を取り巻く複数の四角柱枠型固定バンドと、各固

定バンド毎に、前記リフトバンドの各面において、その各一端が前記リフトバンドと前記固定バンド間に

固定され、その各他端はリフトバンドの中心から所定距離隔たった点で前記基底バンドに固定される複数

のトラスバンドとを備えるようにしたことを特徴とする形状保持型吊上げ式直方体バック。



- 9 -

【請求項２】

前記の中心から所定距離隔たった点は、前記複数の固定バンドのうち上方の固定バンド

にその一端が固定されたリフトバンドの他端が下方の固定バンドにその一端が固定された

リフトバンドの他端よりも、前記中心からより遠い距離に設定されることを特徴とする請

求項１に記載の形状保持型吊上げ式直方体バック。

【請求項３】

内部に土砂が詰め込まれる直方体形状の直方体バックと、前記直方体バックの対角線上に設けられた基

底バンドと、前記基底バンドが交差する交点に一端が接続され、他端は吊り下げ部に接続される四角柱形

状のリフトバンドと、前記リフトバンドの四角柱の各面で高さが異なる位置に取りつけられた複数の上吊

り輪固定部と、前記基底バンド上でリフトバンドの中心から異なる所定距離隔たった点に取りつけられた

複数の下吊り輪固定部と、

前記リフトバンドの各面において、その各一端がフックを介して前記各上吊り輪固定部

に固定され、その各他端がフックを介して各下吊り輪固定部に固定される複数のトラスバ

ンドとを備えるようにしたことを特徴とする形状保持型吊上げ式直方体バック。

【請求項４】

内部に土砂が詰め込まれる直方体形状の直方体バックと、前記直方体バックの対角線上に設けられた基

底バンドと、前記基底バンド上で上記直方体バックの中心から異なる所定距離隔たった点に対向して取り

つけられた複数の下吊り輪固定部と、前記対向する下吊り輪固定部の一方に設けられた下吊り輪にその一

端が固定され、他方に設けられた下吊り輪にその他端が固定され、所定の位置に設けられたリフトバンド

固定部で固定され、その中間点で折り返されて吊り下げ部を構成する複数のトラスバンドとを備えるよう

にしたことを特徴とする形状保持型吊上げ式直方体バック。

【請求項５】

前記吊り下げ部の先端はフックを取り付けるためにアーチ形状に形成されることを特徴

とする請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の形状保持型吊上げ式直方体バック。

（３）出願書類の補正

【書類名】 手続補正書

【整理番号】 ATY1-0064

【提出日】 平成 22 年 8月 5日

【あて先】 特許庁長官 殿

【事件の表示】

【出願番号】 特願 2007-214962

【補正をする者】

【識別番号】 506304325

【氏名又は名称】 野本 太

【補正をする者】
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【識別番号】 592158844

【氏名又は名称】 松岡 元

【代理人】

【識別番号】 100102185

【弁理士】

【氏名又は名称】 多田 繁範

【手続補正 1】

【補正対象書類名】 特許請求の範囲

【補正対象項目名】 請求項２

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【請求項２】

前記の中心から所定距離隔たった点は、前記複数の固定バンドのうち上方の固定バンド

にその一端が固定されたトラスバンドの他端が下方の固定バンドにその一端が固定された

トラスバンドの他端よりも、前記中心からより遠い距離に設定されることを特徴とする請

求項１に記載の形状保持型吊上げ式直方体バック。

【手続補正 2】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ０００８

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【０００８】

前記の中心から所定距離隔たった点は、前記複数の固定バンドのうち上方の固定バンド

にその一端が固定されたトラスバンドの他端が下方の固定バンドにその一端が固定された

トラスバンドの他端よりも、前記中心からより遠い距離に設定されることを特徴とする。

（４）審査請求後即登録査定

特許査定

特許出願の番号 特願２００７－２１４９６２

起案日 平成２４年１１月２１日

特許庁審査官 西田 秀彦 ９１２６ ２Ｄ００

発明の名称 形状保持型吊上げ式直方体バック

請求項の数 ５

特許出願人 野本 太（外 １名）
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代理人 多田 繁範（外 ２名）

この出願については、拒絶の理由を発見しないから、特許査定をします

１－４－２．個人で出願し特許登録を得た事例

登録特許

(12)【公報種別】特許公報(B1)

(11)【特許番号】特許第 5852281 号(P5852281)

(24)【登録日】平成 27 年 12 月 11 日(2015.12.11)

(45)【発行日】平成 28 年 2 月 3 日(2016.2.3)

(54)【発明の名称】堤防嵩上げ装置

(21)【出願番号】特願 2015-96349(P2015-96349)

(22)【出願日】平成 27 年 5 月 11 日(2015.5.11)

【審査請求日】平成 27 年 5 月 11 日(2015.5.11)

(73)【特許権者】

【識別番号】308019955

【氏名又は名称】横山 泰朗

(72)【発明者】

【氏名】横山 泰朗

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

堤防の内側法面から外側法面に向けて貫通する導入孔を形成し、前記導入孔と連通して外側法面に接触す

る面が平面となった袋状の貯水手段及び前記導入孔の何れか一方のみと連通する堤防の天端に据付ける面

が平面となった横長袋状の嵩上げ手段を設け、前記嵩上げ手段の天端には内部圧力を設定値以上に上昇す

るのを避けるとともに、設定圧力に保持するリリーフ弁を備え、前記貯水手段又は前記導入孔を通して前

記嵩上げ手段の体積と重量の増大を図ることを特徴とする堤防嵩上げ装置。

（請求項２以下省略）

出願書面（特許請求の範囲）

【書類名】特許請求の範囲

【請求項１】

堤防の内側法面から外側法面に向けて貫通する導入孔を形成し、前記導入孔と連通して外

側法面に接触する面が平面となった袋状の貯水手段及び前記導入孔の何れか一方のみと連

通する堤防の天端に据付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ手段を設け、前記嵩上げ

手段の天端には内部圧力を設定値以上に上昇するのを避けるとともに、設定圧力に保持す
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るリリーフ弁を備え、前記貯水手段を通して前記嵩上げ手段の体積と重量の増大を図るこ

とを特徴とする堤防嵩上げ装置。

【請求項２】

前記貯水手段は、導入した水量を灌漑用水などへの供給を阻止して低水面側に時間差排水

する他、鎮静化した貯水を低水面側への排水を阻止して灌漑用水などに適時供給する方向

制御弁を設けていることを特徴とする請求項１記載の堤防嵩上げ装置。

【請求項３】

前記方向制御弁は、前記導入孔と連通する接続部に短尺筒形の延長管を介設し、前記延長

管の一端側には前記導入孔の延長方向に向かって縮小する板状のテーパ壁を接合且つ前記

テーパ壁の末広端側を前記導入孔の端末に挿入するとともに、前記テーパ壁の縮小端が向

かい合う空間において前記延長管を貫通して突出る横から見て逆Ｌの字形をした円筒状の

供給管を設け、上記の向かい合う空間に復帰バネ手段を内装し、前記復帰バネ手段の両端

に接続して前記テーパ壁の縮小端及び前記供給管の管口を閉塞する片面が外側にそれぞれ

膨らむ球面形をした板状の弁座を内蔵し、前記弁座及び他の弁座の何れか一方の開弁を順

次する連結式の操作稈を備えていることを特徴とする請求項２記載の堤防嵩上げ装置。

拒絶理由通知書

拒絶理由通知書

特許出願の番号 特願２０１５－０９６３４９

起案日 平成２７年 ７月 ６日

特許庁審査官 越柴 洋哉 ４４６２ ２Ｄ００

特許出願人 横山 泰朗 様

適用条文 第３６条

この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものです。これについて意見が

ありましたら、この通知書の発送の日から６０日以内に意見書を提出してくだ

さい。

理由

１．（明確性）この出願は、特許請求の範囲の記載が下記の点で、特許法第３６

条第６項第２号に規定する要件を満たしていない。

２．（実施可能要件）この出願は、発明の詳細な説明の記載が下記の点で、特許

法第３６条第４項第１号に規定する要件を満たしていない。

記
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●理由１（明確性）について

・請求項１

「袋状の貯水手段及び前記導入孔の何れか一方のみと連通する堤防の天端に据

付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ手段を設け、」という記載から、嵩上

げ手段が導入孔に連通する場合は、嵩上げ手段と貯水手段とは連通しないことと

なる。

一方、「前記貯水手段を通して前記嵩上げ手段の体積と重量の増大を図る」な

る記載から、嵩上げ手段と貯水手段とが連通していることとなる。

よって、「袋状の貯水手段及び前記導入孔の何れか一方のみと連通する堤防の

天端に据付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ手段を設け、」なる記載と「

前記貯水手段を通して前記嵩上げ手段の体積と重量の増大を図る」なる記載とは

、矛盾している。

・請求項２

「○○など」及び「適宜・・する」という表現は、発明の範囲を不明確とする

記載である。

・請求項３

「前記弁座」である「板状の弁座」に対して、「他の弁座」がどのような弁座

であるのか記載がない。よって、「他の弁座」の技術的な意味が不明りょうであ

る。

●理由２（実施可能要件）について

図面に記載されている図の大きさが小さく、図に付された符号が読み取れない

。このため、発明の詳細な説明における図に基づいた説明を理解できない。

適切な大きさの図に補正することを検討願います。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

＜先行技術文献調査結果の記録＞

・調査した分野 ＩＰＣ Ｅ０２Ｂ３／０４－３／１４

Ｅ０２Ｂ７／１６－７／５４

・先行技術文献 特開平１０－１８３５８４号公報

特開２００６－１４４２９４号公報

特開２００５－１４６６１５号公報
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特開昭５３－９７２３７号公報

米国特許第５９８４５７７号明細書

米国特許出願公開第２００２／００４８４９１号明細書

この先行技術文献調査結果の記録は拒絶理由を構成するものではありません。

＜補正をする際の注意＞

（１）明細書、特許請求の範囲について補正をする場合は、補正により記載を変

更した個所に下線を引いてください（特許法施行規則様式第１３備考６、７）。

（２）補正は、この出願の出願当初の明細書、特許請求の範囲又は図面に記載し

た事項の範囲内で行わなければなりません。また、意見書で、各補正事項につい

て補正が適法なものである理由を、根拠となる出願当初の明細書等の記載箇所を

明確に示したうえで主張してください。

（３）特許請求の範囲について補正をする際には、特許法第１７条の２第４項に

違反する補正とならないよう、注意してください。

この拒絶理由通知の内容に関するお問い合わせ又は面接のご希望がありました

ら次の連絡先までご連絡ください。

審査第一部 自然資源 越柴 洋哉

ＴＥＬ．０３－３５８１－１１０１ 内線３２３９

ＦＡＸ．０３－３５８１－０３３９

拒絶理由への対応

補正書

【書類名】 手続補正書

【あて先】 特許庁長官 殿

【事件の表示】

【出願番号】 特願 2015- 96349

【補正をする者】

【識別番号】 308019955

【氏名又は名称】 横山 泰朗

【発送番号】 328330

【手続補正 1】

【補正対象書類名】 特許請求の範囲

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】特許請求の範囲



- 15 -

【請求項１】

堤防の内側法面から外側法面に向けて貫通する導入孔を形成し、前記導入孔と連通して外

側法面に接触する面が平面となった袋状の貯水手段及び前記導入孔の何れか一方のみと連

通する堤防の天端に据付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ手段を設け、前記嵩上げ

手段の天端には内部圧力を設定値以上に上昇するのを避けるとともに、設定圧力に保持す

るリリーフ弁を備え、前記貯水手段又は前記導入孔を通して前記嵩上げ手段の体積と重量

の増大を図ることを特徴とする堤防嵩上げ装置。

【請求項２】

前記貯水手段は、導入した水量を灌漑用水への供給を阻止して低水面側に時間差排水する

他、鎮静化した貯水を低水面側への排水を阻止して灌漑用水に供給する方向制御弁を設け

ていることを特徴とする請求項１記載の堤防嵩上げ装置。

【請求項３】

前記方向制御弁は、前記導入孔と連通する接続部に短尺筒形の延長管を介設し、前記延長

管の一端側には前記導入孔の延長方向に向かって縮小する板状のテーパ壁を接合且つ前記

テーパ壁の末広端側を前記導入孔の端末に挿入するとともに、前記テーパ壁の縮小端が向

かい合う空間において前記延長管を貫通して突出る横から見て逆Ｌの字形をした円筒状の

供給管を設け、上記の向かい合う空間に復帰バネ手段を内装し、前記復帰バネ手段の両端

に接続して前記テーパ壁の縮小端及び前記供給管の管口を閉塞する片面が外側にそれぞれ

膨らむ球面形をした板状の弁座及び他の弁座を内蔵し、前記弁座及び前記他の弁座の何れ

か一方の開弁を順次する連結式の操作稈を備えていることを特徴とする請求項２記載の堤

防嵩上げ装置。

【手続補正 2】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ０００８

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【０００８】

本発明は、これまでの構成が有していた問題を解決しようとするものであり、洪水対策と

しての従来からの麻袋等の丈夫な袋に土砂などを入れた土嚢を積み上げる工法は、作業自

体に危険が孕んでいるという問題を含んでいた。そこで、高潮や洪水側の水量のサイホン

導入によって、貯水手段又は導入孔を通して嵩上げ手段の体積と重量の増大を図ることに

より、危険域に出向くことなく堤防の天端を所定の高さに嵩上げする堤防嵩上げ装置の実

現を目的としている。

P.2
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【手続補正 3】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ０００９

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【０００９】

また、貯水手段に導入した水量を灌漑用水への供給を阻止して低水面側に時間差排水する

ことにより、下流域の破堤を抑える他、鎮静化した貯水を低水面側への排水を阻止して域

内の灌漑用水に供給することにより、渇水対策や防火用に水利することができる。

【手続補正 4】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１０

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１０】

そして、本発明は上記目的を達成するために堤防の内側法面から外側法面に向けて貫通す

る導入孔を形成し、導入孔と連通して外側法面に接触する面が平面となった袋状の貯水手

段及び導入孔の何れか一方のみと連通する堤防の天端に据付ける面が平面となった横長袋

状の嵩上げ手段を設け、嵩上げ手段の天端には内部圧力を設定値以上に上昇するのを避け

るとともに、設定圧力に保持するリリーフ弁を備え、貯水手段又は導入孔を通して嵩上げ

手段の体積と重量の増大を図る堤防嵩上げ装置を提供する。

【手続補正 5】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１１

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１１】

また、第２の課題解決手段は、貯水手段が、導入した水量を灌漑用水への供給を阻止して

低水面側に時間差排水する他、鎮静化した貯水を低水面側への排水を阻止して灌漑用水に

供給する方向制御弁を設けている。

【手続補正 6】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１２
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【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１２】

第３の課題解決手段は、方向制御弁が、導入孔と連通する接続部に短尺筒形の延長管を介

設し、延長管の一端側には導入孔の延長方向に向かって縮小する板状のテーパ壁を接合且

つテーパ壁の末広端側を導入孔の端末に挿入するとともに、テーパ壁の縮小端が向かい合

う空間において延長管を貫通して突出る横から見て逆Ｌの字形をした円筒状の供給管を設

け、上記の向かい合う空間に復帰バネ手段を内装し、復帰バネ手段の両端に接続してテー

パ壁の縮小端及び供給管の管口を閉塞する片面が外側にそれぞれ膨らむ球面形をした板状

の弁座及び他の弁座を内蔵し、弁座及び他の弁座の何れか一方の開弁を順次する連結式の

操作稈を備えている。

P.3

【手続補正 7】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１３

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１３】

上記第１の課題解決手段による作用は次の通りである。すなわち、高潮や洪水側の水量の

サイホン導入によって、貯水手段又は導入孔を通して嵩上げ手段の体積と重量の増大を図

ることにより、危険域に出向くことなく堤防の天端を所定の高さに嵩上げすることができ

る。

【手続補正 8】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１４

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１４】

また、第２の課題解決手段による作用は、方向制御弁が、灌漑用水への供給を阻止しつつ

、貯水手段に導入した水量を低水面側に時間差排水することができる。又は、低水面側へ

の排水を阻止しつつ、貯水手段の鎮静化した貯水を灌漑用水に供給することができる。

【手続補正 9】

【補正対象書類名】 明細書
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【補正対象項目名】 ００１７

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１７】

また、方向制御弁は、貯水手段に導入した水量を低水面側に時間差排水することができる

ため、下流域の破堤を抑えるものである。又は、貯水手段の鎮静化した貯水を灌漑用水に

供給することができるため、渇水対策や防火用に水利する効果を発揮するものである。

【手続補正 10】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００２２

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００２２】

図１においては、１は堤防嵩上げ装置で、特許請求の範囲に記載されたように「堤防の内

側法面から外側法面に向けて貫通する導入孔２を形成し、導入孔２と連通して外側法面に

接触する面が平面となった袋状の貯水手段４及び導入孔２の何れか一方のみと連通する堤

防の天端に据付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ手段５を設け、嵩上げ手段５の天

端には内部圧力を設定値以上に上昇するのを避けるとともに、設定圧力に保持するリリー

フ弁５ｂを備え、貯水手段４又は導入孔２を通して嵩上げ手段５の体積と重量の増大を図

る」ことができる。

【手続補正 11】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００２３

【補正方法】 変更

P.4

【補正の内容】

【００２３】

上記の堤防嵩上げ装置１は、高潮や洪水側の水量のサイホン導入によって、貯水手段４又

は導入孔２を通して嵩上げ手段５の体積と重量の増大を図ることにより、急激な増水にも

対応して堤防の天端を所定の高さに嵩上げしようとするものである。

【手続補正 12】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４０
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【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４０】

すなわち、堤防嵩上げ装置１は、高潮や洪水側の水量のサイホン導入によって、貯水手段

４又は導入孔２を通して嵩上げ手段５の体積と重量の増大を図ることにより、急激な増水

にも対応して堤防の天端を所定の高さに嵩上げすることができる。

【手続補正 13】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４１

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４１】

図３、４，５においては、３は方向制御弁で、特許請求の範囲に記載されたように「貯水

手段４が、導入した水量を灌漑用水への供給を阻止して低水面側に時間差排水する他、鎮

静化した貯水を低水面側への排水を阻止して灌漑用水に供給する方向制御弁３…一部省略

…は、導入孔２と連通する接続部に短尺筒形の延長管３ａを介設し、延長管３ａの一端側

には導入孔２の延長方向Ｘに向かって縮小する板状のテーパ壁３ｄを接合且つテーパ壁３

ｄの末広端側を導入孔２の端末２ｂに挿入するとともに、テーパ壁３ｄの縮小端が向かい

合う空間において延長管３ａを貫通して突出る横から見て逆Ｌの字形をした円筒状の供給

管３ｈを設け、上記の向かい合う空間に復帰バネ手段３ｇを内装し、復帰バネ手段３ｇの

両端に接続してテーパ壁３ｄの縮小端及び供給管３ｈの管口を閉塞する片面が外側にそれ

ぞれ膨らむ球面形をした板状の弁座３ｅ及び他の弁座３ｆを内蔵し、弁座３ｅ及び他の弁

座３ｆの何れか一方の開弁を順次する連結式の操作稈３ｉを備え」ている。

【手続補正 14】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４２

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４２】

上記の方向制御弁３は、灌漑用水への供給を阻止しつつ、貯水手段４に導入した水量を低

水面側に時間差排水しようとするものである。又は、低水面側への排水を阻止しつつ、貯

水手段４の鎮静化した貯水を灌漑用水に供給しようとするものである。而も、操作稈３ｉ

の手順を下げる又は上げるに単純化することで、弁座３ｅ及び他の弁座３ｆの何れか一方

の開弁を順序に従って実施しようとするものである。
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【手続補正 15】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４６

【補正方法】 変更

P.5

【補正の内容】

【００４６】

上記の供給管３ｈは、延長管３ａと一体成形しており、延長管３ａを貫通して下方に突出

る横から見て逆Ｌの字形をした円筒状に形成している。この供給管３ｈの管端が以下図示

省略の堤防の外側法面に埋設したＵ字溝の上方部に向かうことにより、鎮静化した貯水が

Ｕ字溝を通って接続した灌漑用水路に供給される。尚、Ｕ字溝に替えてポリエチレン製管

路を敷設してもよい。

【手続補正 16】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４７

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４７】

上記の復帰バネ手段３ｇは、一本のばね鋼をらせん形に巻いたコイル状に形成しており、

テーパ壁３ｄの縮小端と供給管３ｈの管口とが向かい合う空間に介装している。この復帰

バネ手段３ｇが有する適度のばね機能の効力により、常に元の位置に戻る復帰力を有して

いることから、復帰バネ手段３ｇの両端に片面が外側にそれぞれ膨らむ球面形をした板状

の弁座３ｅ及び他の弁座３ｆが接続する。これにより、弁座３ｅ及び他の弁座３ｆには復

帰バネ手段３ｇへの初期圧縮時に生じる反発力が与えられている。

【手続補正 17】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４８

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４８】

図５においては、３ｅは導入孔２側の弁座で、３ｆは供給管３ｈ側の他の弁座であって、

鋳物又は強化プラスチック成形体から形成している。この弁座３ｅ及び他の弁座３ｆはテ

ーパ壁３ｄの縮小端と供給管３ｈの管口に密着するとともに、弁座３ｅ及び他の弁座３ｆ
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の内側面同士に復帰バネ手段３ｇの両端が接続することにより、弁座３ｅがテーパ壁３ｄ

の縮小端と他の弁座３ｆが供給管３ｈの管口を閉塞している。

【手続補正 18】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００４９

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００４９】

上記の弁座３ｅ、３ｆを説明すると、通常時は、弁座３ｅと他の弁座３ｆがテーパ壁３ｄ

の縮小端と供給管３ｈの管口を閉塞させる。豪雨発生期は、テーパ壁３ｄの縮小端を閉塞

していた弁座３ｅを開弁させる。灌漑用水への供給時は、供給管３ｈの管口を閉塞してい

た他の弁座３ｆを開弁させる、作用が生じることから、順序に従って弁座３ｅと他の弁座

３ｆを操作することができる連結式の操作稈３ｉを備えている。

【手続補正 19】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００５０

【補正方法】 変更

【補正の内容】

P.6

【００５０】

図５においては、３ｉは操作稈で、一端が弁座３ｅ及び他の弁座３ｆの中心部に狭隘に挿

通し且つ所定位置内に収める横方向ロッド３ｊを設け、横方向ロッド３ｊの他端が、供給

管３ｈの曲がり部に斜め通しした斜方向ロッド３ｍの一端と歯合可能に連結し、斜方向ロ

ッド３ｍの中間点が、支承ロッド３ｋの一端と回動可能に連結し、支承ロッド３ｋの他端

が、供給管３ｈの曲がり最遠端部と回動可能に固定し、斜方向ロッド３ｍの他端が、縦方

向ロッド３ｎの一端と回動可能に連結し、Ｕの字状に曲げた縦方向ロッド３ｎの他端が、

斜吊りロッド３ｐの一端と回動可能に連結し、斜吊りロッド３ｐの他端が、棒レバー３ｑ

の中間点と梃子利用可能に連結し、棒レバー３ｑの一端が、供給管３ｈの外周壁と回動可

能に固定している。

【手続補正 20】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００５７

【補正方法】 変更
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【補正の内容】

【００５７】

上述した操作稈３ｉの手順を説明すると、平時は、棒レバー３ｑを水平位置にすることで

、フリー状態に置かれた弁座３ｅ及び他の弁座３ｆはテーパ壁３ｄの縮小端と供給管３ｈ

の管口を閉塞して小動物などの浸入を防ぐ。洪水発生時は、棒レバー３ｑを下げ位置に梃

子利用することで、貯水手段４側にスライドした横方向ロッド３ｊはテーパ壁３ｄの縮小

端を閉塞していた弁座３ｅを引戻して開弁する。すると、開弁した隙間を通して洪水側の

水量をサイホン導入する他、導入した水量を灌漑用水への供給を阻止して低水面側に時間

差排水を行うことができる。

【手続補正 21】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００６０

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００６０】

すなわち、方向制御弁３は、灌漑用水への供給を阻止しつつ、貯水手段４に導入した水量

を低水面側に時間差排水することができる。又は、低水面側への排水を阻止しつつ、貯水

手段４の鎮静化した貯水を灌漑用水に供給することができる。而も、操作稈３ｉの手順を

下げる又は上げるに単純化したことにより、弁座３ｅ及び他の弁座３ｆの何れか一方の開

弁を順序に従って実施することができる。

【手続補正 22】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００６１

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００６１】

以下、上記構成の動作を説明する。すなわち、高潮や洪水側の水量のサイホン導入によっ

て、貯水手段４又は導入孔２を通して嵩上げ手段５の体積と重量の増大を図ることにより

、急激な増水にも対応して堤防の天端を所定の高さに嵩上げすることができる。

P.7

【手続補正 23】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００６２
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【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００６２】

また、方向制御弁３は、灌漑用水への供給を阻止しつつ、貯水手段４に導入した水量を低

水面側に時間差排水することができる。又は、低水面側への排水を阻止しつつ、貯水手段

４の鎮静化した貯水を灌漑用水に供給することができる。

【手続補正 24】

【補正対象書類名】 要約書

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】要約書

【要約】

【課題】洪水対策として従来の麻袋等の丈夫な袋に土砂などを入れた土嚢を積み上げる工

法は、作業自体に危険が孕んでいるという問題を含んでいた。そこで、高潮や洪水側の水

量のサイホン導入によって、貯水手段又は導入孔を通して嵩上げ手段の体積と重量の増大

を図ることにより、危険域に出向くことなく堤防の天端を所定の高さに嵩上げする堤防嵩

上げ装置１の実現。

【解決手段】本発明は、堤防の内側法面から外側法面に向けて貫通する導入孔２を形成し

、導入孔２と連通して外側法面に接触する面が平面となった袋状の貯水手段４及び導入孔

２の何れか一方のみと連通する堤防の天端に据付ける面が平面となった横長袋状の嵩上げ

手段５を設け、嵩上げ手段５の天端には内部圧力を設定値以上に上昇するのを避けるとと

もに、設定圧力に保持するリリーフ弁５ｂを備え、貯水手段４又は導入孔２を通して嵩上

げ手段５の体積と重量の増大を図ることができる。

【選択図】図１

【手続補正 25】

【補正対象書類名】 図面

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】図面

【図１】
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P.8

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

P.9

【図７】
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個人の出願で多い出願書類の書き方の不備を指摘され、自分で補正書を作成し、特許登

録を勝ち取った。特許出願に慣れていないと通常は極めて困難な作業である。

１－４－３．中堅企業の事例

登録特許

(12)【公報種別】特許公報(B2)

(11)【特許番号】特許第 5763412 号(P5763412)

(24)【登録日】平成 27 年 6 月 19 日(2015.6.19)

(45)【発行日】平成 27 年 8 月 12 日(2015.8.12)

(54)【発明の名称】土嚢袋および土嚢

(21)【出願番号】特願 2011-110945(P2011-110945)

(22)【出願日】平成 23 年 5 月 18 日(2011.5.18)

(65)【公開番号】特開 2012-241377(P2012-241377A)

(43)【公開日】平成 24 年 12 月 10 日(2012.12.10)

【審査請求日】平成 26 年 5 月 8 日(2014.5.8)

(73)【特許権者】

【氏名又は名称】東京インキ株式会社

(72)【発明者】

【氏名】島田 優

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋であって、当該織布はカーボンブラックを含有するポリ

プロピレン組成物からなり、当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、当該織布の織り方が綾織りで

あることを特徴とする土嚢袋。
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出願書面（特許請求の範囲）

【書類名】特許請求の範囲

【請求項１】

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋において、該織布の縦糸の断面が円また

は楕円形状であり、かつ横糸の断面が四角形であることを特徴とする土嚢袋。

【請求項２】

前記織布の、横糸の断面の長径が縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであることを特

徴とする請求項１記載の土嚢袋。

【請求項３】

前記織布の織り方が綾織りであることを特徴とする請求項１または２に記載の土嚢袋。

【請求項４】

前記綾織りが、縦糸５本に対して横糸１本の間隔で潜らせる綾織りであることを特徴と

する請求項１から３のいずれかに記載の土嚢袋。

【請求項５】

前記土嚢袋が、合成樹脂組成物からなることを特徴とする請求項１から４のいずれかに

記載の土嚢袋。

【請求項６】

前記合成樹脂組成物が、カーボンブラックを含有してなることを特徴とする請求項１か

ら５のいずれかに記載の土嚢袋。

【請求項７】

前記合成樹脂組成物が、ポリプロピレン組成物からなることを特徴とする請求項１から

６のいずれかに記載の土嚢袋。

【請求項８】

請求項１から７のいずれかに記載の土嚢袋に充填材を充填してなる土嚢。

拒絶理由通知書

拒絶理由通知書

特許出願の番号 特願２０１１－１１０９４５

起案日 平成２６年１２月１８日

特許庁審査官 苗村 康造 ３７２１ ２Ｄ００

特許出願人 東京インキ株式会社 様

適用条文 第２９条第２項

この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものです。これについて意見が

ありましたら、この通知書の発送の日から６０日以内に意見書を提出してくだ
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さい。

理 由

この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国におい

て、頒布された下記の刊行物に記載された発明又は電気通信回線を通じて公衆に

利用可能となった発明に基いて、その出願前にその発明の属する技術の分野にお

ける通常の知識を有する者が容易に発明をすることができたものであるから、特

許法第２９条第２項の規定により特許を受けることができない。

記 （引用文献等については引用文献等一覧参照）

（１）請求項１、３、５、７、８について

・引用文献１、２

・備考：

引用文献１（段落【０００１】、【００１２】～【００１５】、【００２８】

～【００３０】及び図１等参照）には、繊維を製織してなる織編物（本願の織布

に相当）から構成される土木工事用袋体（本願の土嚢袋に相当）において、該織

編物の単糸の断面形状が丸断面の他異形断面でもよく、また土木工事用袋体が合

成樹脂を得ることができる熱可塑性樹脂であれば適宜のものを用いることができ

、一例としてポリプロピレンの組成物であってもよく、土木工事用袋体に中詰め

材を充填することが、記載されている。

また、引用文献２（特に明細書第１頁第１９行～第２頁第１行、第３頁第１０

～１４行、第４頁第１～８行、及び第１、２図等参照）には、緯糸２（本願の縦

糸に相当）が円形断面（本願の断面が円または楕円形状に相当）であり、かつ経

糸（本願の横糸に相当）が断面長方形（本願の断面が四角形に相当）である、綾

織組織の布が開示されている。

そして、引用文献１記載の織編物に、引用文献２に開示された技術事項を適用

して、請求項１、３、５、７、８に係る発明のようにすることは、当業者であれ

ば容易になし得ることである。

したがって、請求項１、３、５、７、８に係る発明は、引用文献１及び２記載

の発明に基いて、当業者が容易に発明をすることができたものである。

（２）請求項２について

・引用文献１、２、３

・備考：

上記検討に加える。

引用文献３（特に明細書第４頁第１２～１９行、及び第１図等参照）には、経
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糸の断面の長径が１．２ｍｍで緯糸の断面の長径が０．６ｍｍであることが、開

示されている。

（３）請求項４について

・引用文献１、２、３、４

・備考：

上記検討に加える。

引用文献４（特に段落【００１６】等参照）には、縦糸５本に対して横糸１本

の間隔で潜らせる綾織が、開示されている。

（４）請求項６について

・引用文献１、２、３、４、５

・備考：

上記検討に加える。

引用文献５（特に段落【０００８】等参照）には、耐候性のためカーボンブラ

ックを配合することが、開示されている。

引 用 文 献 等 一 覧

１.特開２０１１－７４６２７号公報

２.実願昭６２－１９６１１２号（実開平１－９９４１４号）のマイクロフィル

ム

３.実願昭６１－１４９３６８号（実開昭６３－５６２９８号）のマイクロフィ

ルム

４.特開平１１－３３５９４５号公報

５.特開２００１－３９４５０号公報

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

先行技術文献調査結果の記録

・調査した分野 ＩＰＣ Ｅ０２Ｄ ３／０４

Ｅ０２Ｄ １７／１８～１７／２０

・先行技術文献 なし

この先行技術文献調査結果の記録は、拒絶理由を構成するものではありません。

この拒絶理由通知書についての問い合わせがあるとき、または、この出願につ

いての面接を希望されるときは、以下までご連絡下さい。
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連絡先： 審査第一部 自然資源 苗村康造(ナムラコウゾウ）

（電話）03-3581-1101（内線 3240）

従来の技術から容易に考えられる発明でるという拒絶理由の案件です。

補正書

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成 27 年 3月 6日

【あて先】 特許庁長官 殿

【事件の表示】

【出願番号】 特願 2011-110945

【補正をする者】

【識別番号】 000219912

【住所又は居所】 （省略）

【氏名又は名称】 東京インキ株式会社

【代表者】 大橋 淳男

【発送番号】 661651

【手続補正 1】

【補正対象書類名】 特許請求の範囲

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】特許請求の範囲

【請求項１】

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋であって、

当該織布はカーボンブラックを含有するポリプロピレン組成物からなり、

当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、

当該織布の織り方が綾織りであることを特徴とする土嚢袋。

【請求項２】

前記綾織りが、縦糸５本に対して横糸１本の間隔で潜らせる綾織りであることを特徴と

する請求項１記載の土嚢袋。

【請求項３】

請求項１または２のいずれかに記載の土嚢袋に充填材を充填してなる土嚢。

【手続補正 2】
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【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ０００８

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【０００８】

請求項１記載の発明は、

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋であって、

当該織布はカーボンブラックを含有するポリプロピレン組成物からなり、

当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、

当該織布の織り方が綾織りであることを特徴とする土嚢袋である。

【手続補正 3】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１０

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１０】

請求項２記載の発明は、

P.2

前記綾織りが、縦糸５本に対して横糸１本の間隔で潜らせる綾織りであることを特徴と

する請求項１記載の土嚢袋である。

【手続補正 4】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１１

【補正方法】 削除

【手続補正 5】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１２

【補正方法】 削除

【手続補正 6】
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【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１４

【補正方法】 削除

【手続補正 7】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１５

【補正方法】 削除

【手続補正 8】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１６

【補正方法】 削除

【手続補正 9】

【補正対象書類名】 明細書

【補正対象項目名】 ００１８

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【００１８】

請求項３記載の発明は、請求項１または２のいずれかに記載の土嚢袋に充填材を充填してなる土嚢であ

る。

意見書

【書類名】 意見書

【提出日】 平成 27 年 3月 6日

【あて先】 特許庁審査官 苗村 康造 殿

【事件の表示】

【出願番号】 特願 2011-110945

【特許出願人】

【識別番号】 000219912

【氏名又は名称】 東京インキ株式会社

【代表者】 大橋 淳男

【電話番号】 048(660)3458

【発送番号】 661651

【意見の内容】
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（１）審査官殿は、平成２７年１月６日付け発送の拒絶理由通知書において、

「この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国において、頒布

された下記の刊行物に記載された発明又は電気通信回線を通じて公衆に利用可能となった

発明に基づいて、その出願前にその発明の属する技術の分野における通常の知識を有する

者が容易に発明をすることができたものであるから、特許法第２９条第２項の規定により

特許を受けることができない。」とのご認定をされました。

そして、審査官殿は、上記のご認定の根拠として、

引用文献１ 「特開２０１１－７４６２７号公報」

引用文献２ 「実願昭６２－１９６１１２号（実開平１－９９４１４号）のマイクロフィ

ルム」

引用文献３ 「実願昭６１－１４９３６８号（実開昭６３－５６２９８号）のマイクロフ

ィルム」

引用文献４ 「特開平１１－３３５９４５号公報」

引用文献５ 「特開２００１－３９４５０号公報」

を挙げていらっしゃいます。

これに対し、出願人は本意見書と共に手続補正書を提出し、本願の特許請求の範囲を補

正いたしました。これにより 拒絶理由は解消したものと考えます。

以下その理由を申し述べます。

２）本願発明

本願発明は、本意見書と共に提出した手続補正書で補正した特許請求の範囲に記載され

ているとおりです。

（イ）＜本願発明＞

【請求項１】

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋であって、

当該織布はカーボンブラックを含有するポリプロピレン組成物からなり、

当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、

当該織布の織り方が綾織りであることを特徴とする土嚢袋。

【請求項２】

前記綾織りが、縦糸５本に対して横糸１本の間隔で潜らせる綾織りであることを特徴と

する請求項１記載の土嚢袋。

【請求項３】

請求項１または２のいずれかに記載の土嚢袋に充填材を充填してなる土嚢。

（ロ）＜補正の根拠＞

請求項１：出願時請求項１、２、３、６、７に基づく補正です。

請求項２：出願時請求項４からのスライドです。
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請求項３：出願時請求項８からのスライドです。

明細書段落番号０００８、００１０、００１１、００１２、００１４、００１５、００

１６、００１８：請求項変更に対応した補正です。

以上、新規事項の追加はございません。

（３）本願発明について

本願発明は、補正後の本願請求項１からも明らかなように、

繊維を製織してなる織布から構成される土嚢袋であって、

当該織布はカーボンブラックを含有するポリプロピレン組成物からなり、

当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、

当該織布の織り方が綾織りであることを特徴とする土嚢袋に関するものです。

本願発明により透水性が良く高耐候性を有する合成樹脂製の土嚢袋を提供することがで

きるようになりました。

本願発明の土嚢袋の特徴点は、具体的には以下の３点です。

第１の特徴点は、補正された請求項１に記載のように、カーボンブラックを含有するポ

リプロピレン組成物からなるということです。本願明細書の段落００２６に記載のように

、ポリプロピレンはポリオレフィン樹脂であり、ポリエステルのようなエステル結合を含

む合成樹脂よりも耐候性がよく、またカーボンブラックを含むことで紫外線に対する耐光

性が向上します。特に土嚢の内容物が酸性土壌の場合は、ポリエステル分子を構成するエ

ステル結合が容易に切断されて強度が低下する恐れがありますが、ポリオレフィンではそ

のような心配がありません。

第２の特徴点は、補正された請求項１に記載のように、土嚢袋を構成する織布の縦糸の

断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形である点です。織布の縦糸と横糸の断

面形状が異なることで、縦糸と横糸の間にほどよい隙間ができて、この隙間から土嚢内に

溜まった水を排出することができます。

第３の特徴点は、補正された請求項１に記載のように、土嚢袋を構成する織布の横糸の

断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、当該織布の織り方が綾織

りである点です。第２の特徴点に加えて第３の特徴点を付加すると、本願明細書の段落０

０２５に記載のように、土嚢内に溜まった水をほどよいスピードで排水することができま

す。第２の特徴点のみですと、隙間の密度が大きすぎて排水と同時に内容物の土砂が漏れ

出す恐れがありますが、第３の特徴点である工夫を行うことにより土砂漏れを防止するこ

とができます。

（４）本願発明と引用文献１との相違点

審査官殿は、「土木工事用袋体（本願の土嚢袋に相当）において、該織編物の単糸の断
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面形状が丸断面の他異形断面でもよく、また土木工事用袋体が合成樹脂を得ることができ

る熱可塑性樹脂であれば適宜のものを用いることができ、一例としてポリプロピレンの組

成物であってもよく、土木工事用袋体に中詰め材を充填することが、記載されている。・

・・」と指摘されております。

しかし、引用文献１の土木工事用袋体は、引用文献１の段落００１２～００１５に記載

のように当該袋体に利用できる合成樹脂を列記したのみであり、本願発明のようにポリプ

ロピレンが好適である旨が示唆されておりません。とりわけ酸性土壌を袋体に充填する場

合には土壌より溶出する硫酸などの酸が袋体を侵す恐れがあり、特に引用文献１に記載さ

れているポリエステルでは袋体の破損を容易に起こす恐れがあります。引用文献１記載の

袋体は引用文献１の段落０００７に記載からも明らかなように

「河川や海洋のような激しい波浪による摩擦が繰り返される厳しい環境下においても、長

期間の使用が可能な極めて高い耐摩耗性を有する土木工事用袋体」

であり、常に水に浸かった状態で使用されることを想定しており、内容物から溶出する酸

は水にすぐ流されてしまうため、問題にされてないと推測でき、本願のような課題を想定

しておりません。

また、引用文献１の「該織編物の単糸の断面形状が丸断面の他異形断面でもよく」は引

用文献１の段落００２８に記載のように、当該袋体に利用できる単糸の断面形状ただ列記

したのみであり、本願発明の特徴点である

「当該織布の縦糸の断面が円または楕円形状でかつ横糸の断面が四角形であり、

当該横糸の断面の長径が当該縦糸の断面の長径の２倍以上の大きさであり、

当該織布の織り方が綾織り」

であることよる、土嚢内に溜まった水をほどよいスピードで、かつ排水と同時に内容物の

土砂が漏れ出す恐れがない効果については記載も示唆もありません。また、引用文献１の

袋体は水に浸かった状態で使用されることが想定されているのに対して、本願発明の土嚢

は空気中に放置される状態を想定しており、その状況下での排水を想定した設計となって

おり、設計思想が根底から異なります。

５）本願発明と引用文献２との相違点

審査官殿は、「緯糸２（本願の縦糸に相当）が円形断面（本願の断面が円または楕円形

状に相当）であり、かつ経糸（本願の横糸に相当）が断面長方形（本願の断面が四角形に

相当）である、綾織組織の布が開示されている」と指摘されております。

しかし、引用文献２は、「ベルトプレス型脱水機用の濾過布」に関する文献であり、本

願発明の土嚢とは全く異なる分野のものであり、また使用方法も全く異なります。すなわ

ち、引用文献２の「ベルトプレス型脱水機用の濾過布」は、引用文献２の１ページ目１４

行目に記載のように「ベルトプレス型脱水機には通常上下２枚の濾過布が用いられ、該濾

過布間に汚泥を挟んで加圧し、脱水が行われるようになっている」とあり、当該濾過布は
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袋の形状ですら無く、また加圧して絞り出すように脱水するものであり、内容物を充填し

て長い間屋外に放置することを前提とする土嚢袋とは使用環境が全く異なります。また土

嚢を用いるような土木分野の当業者がベルトプレス型脱水機の技術分野に触れる機会は皆

無といえ、引用文献２に接する機会はないと考えられます。

６）引用文献１と引用文献２との組み合わせ容易性

審査官殿は、「引用文献１記載の織編物に、引用文献２に開示された技術事項を適用し

て、請求項１、３、５、７、８に係る発明のようにすることは、当業者であれば容易にな

し得ることである。」と指摘されております。

引用文献１の土木工事用袋体は、袋体の耐摩耗性についての発明であり、透水性につい

ては課題にしておりません。また引用文献１の袋体は、引用文献１の段落０００７に記載

からも明らかなように

「河川や海洋のような激しい波浪による摩擦が繰り返される厳しい環境下においても、長

期間の使用が可能な極めて高い耐摩耗性を有する土木工事用袋体」

であり、常に水に浸かった状態で使用されるもので、排水性についてはそれほど問題にな

りません。

一方、引用文献２の「ベルトプレス型脱水機用の濾過布」は、（５）で述べたように引

用文献１の土木工事用袋体や本願発明の土嚢とは全く異なる使用環境で使用される濾過布

であり、土嚢などを使用する当業者とは全く別分野の発明です。

よって引用文献１に触れた当業者は、引用文献２の技術を適用して本願発明を導き出す

とは到底考えられません。

（７）結論

以上のように、拒絶理由通知書に対して説明を行い、拒絶理由を解消いたしました。よ

って、再応のご審査をしていただきますよう、お願い申し上げます。

補正書と意見書の提出で特許査定となりました。
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２．特許情報の調査法

２－１．特許の基礎知識

２－１－１．特許制度概要（出願から登録まで）

出願 → 公開 → 審査請求 → 審査 → 拒絶査定（審査に不合格）

→ 登録（審査に合格）

解説：

出願から 1 年半後に公開：公開公報が発行される

外国出願人の PCT 公報は公表公報、

国内出願人の PCT 公報は再公表公報といいます

出願から 3 年以内に審査請求された出願のみ審査され、合格すれば登録となり、

設定登録料を支払うと登録公報が発行されます

平成 8 年 3 月まで公告制度があり、公告公報が発行されていました

審査で拒絶査定を受けた場合に、拒絶査定不服審判で争う道が残されています

各種日付、番号及び関連する公報

日付 番号 公報 備考

出願日 出願番号

公開日 公開番号 公開公報 昭和 46 年から開始

公表公報と再公表公報も仲間

公告日 公告番号 公告公報 大正 11（1922）年～平成 8 年 3 月

登録日

登録公報発行

日

登録番号 登録公報 平成 8 年以降

登録後公報が発行されるまで約 2

カ月のタイムラグ

特許 1~特許

216107（欠番

あり）

特許明細書（C） 明治 18 年~昭和 30 年頃

注］公告番号で公告公報を入手できますが、昭和 25 年以前は抄録のみの収録で、

詳しい内容は特許明細書（C）を閲覧する必要があります

公表公報：外国の出願人が PCT 経由で日本に出願し、公開された場合の公報

再公表公報：日本の出願人が PCT 経由で出願し、日本で公開された場合の公報
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２－１－２．特許調査に使用するデータベース

特許に関する情報を入手するには、特許文献を蓄積したデータベースを使用する必要が

あります。特許情報を入録したデータベースには公的機関が提供する無料で利用できるデ

ータベースと民間機関が提供する有料データベースがあります。

日本特許では無料で利用できるデータベースとしては、特許情報プラットフォーム

(J-PlatPat)があります。このデータベースの特徴は、

長所として、古からの公報を収録、特許分類に関する情報が豊富などを挙げることができ

ます。豊富な審査経過情報を有し、平成 15 年以降の審査では審査状況まで確認できます。

一方、短所としては検索集合同志の演算ができないので、複雑な検索はできませんし、検

索結果は最大 1,000 件に限られています。検索結果の保存や印刷に関する機能も文献単位

となりますので、非常に使いにくい面があります。

民間機関が提供する特許情報検索サービスは日本パテントデータサービス、NRI サイバ

ーパテント、Wisdomain 社、富士通、パテント・インテグレーション、日立製作所、パナ

ソニックなどがあります。

外国特許に関しては、欧州特許庁が提供する EAPACENET は日本を含む主要国の特許情

報を無料で検索でき、世界各国の調査担当者が利用しています。米国特許に関しては米国

特許商標庁が提供する DB が有用ですし、Google Patent も利用価値が高い無料の DB で

す。有料の DB では Derwent world patents Index が非常に有名で、日本でも大手の企業

が利用しています。

２－２．日本特許・特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）

インターネットが利用できる環境を有していれば、誰でも無料で特許情報を入手できま

す。

２－２－１．特許番号から特許を探す

番号 年代 探し方 閲覧可能な公報

特許１～特許

216107

明治18年～昭

和 30 年頃

種別:特許発明明細書(C)

番号:特許番号を入力

特許明細書

特許 216107～

特許 484921

昭和30年頃～

昭和 40 年頃

番号によっては、対応する公告番

号を調べること可能

公告特許公報

特許 484922～

特許 2129250

昭和40年頃～

平成 8 年頃

種別:特許発明明細書(C)

番号:特許番号を入力

公告特許公報

特 許 2500001 平成 8 年以降 種別:特許公報・公告特許公報 特許公報
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～ 番号:特許番号を入力

２－２－２．公告番号から特許を探す

番号 探し方

特 公 大 11-000001 ～ 特 公 平

08-034772

種別:特許公報・公告特許公報(B)

番号:特許番号を入力

２－２－３．公開番号から特許を探す

番号 探し方

特開昭 46-000001～ 種別:公開・公表特許公報

番号:公開番号を入力

２－３．特許分類に関する基礎知識

２－３－１．国際特許分類（ＩＰＣ）

世界中の特許に付与される、国際特許分類(IPC)は世界共通の特許分類です。2006 年 1 月よ

り第 8 版が採用されています。IPC は大きく 8 分野に分かれ、ＡからＨのアルファベット 1

文字で表され、階層構造で構成されています。

8 つのセクション

A 生活必需品 E 固定構造物

B 処理操作：運輸 F 機械工学：照明：加熱：武器：爆破

C 化学：冶金 G 物理学

D 繊維：紙 H 電気

IPC の表記例

セクション Ｈ 電気

クラス H01 基本的電子素子

サブクラス H01F 磁石

メイングループ H01F1/00 磁性材料を特徴とする磁石または磁性材料

サブグループ H01F1/01 ・無機材料

サブグループ H01F1/03 ・・保持力によって特徴づけられるもの

サブグループ H01F1/032 ・・・硬質磁性材料
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２－３－２．ファイル・インデックス（FI）

IPC を基本に、細展開された日本独自の分類体系です。

細展開の手法は次の３つの方法です。

（１）展開記号： 101 から始まる 3 桁の数字を用いて、細分化

（２）分冊識別記号： 英大文字１文字で細分化

（３）ファセット分類記号： アルファベット３文字を用い、FI の分類とは異なる視点か

ら分類

FI の表記方式

１ IPC そのまま G03C7/20

２ IPC+展開記号 C08J5/20,101

３ IPC+分冊識別記号 C08B37/00A

４ IPC+展開記号+分冊識別記号 C09K3/14,530C

ファセット分類記号例 CPA,CPC（C09K 分野)

２－３－３．Ｆターム（File forming term)

特定の技術分野を対象に複数の観点から細分類した特許分類です。

各テーマには、５桁のテーマコードが付与され、アルファベット２文字と 2 桁の数字で細

かい分類を付与しています。

Ｆタームの表記例

2C002 テーマコード ゴルフクラブ

2C002AA03 アイアン
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２－３－４．新しい特許分類（ＣＰＣ）

欧州特許庁と米国特許商標庁が共同で策定・運用する新しい特許分類体系です。２０１

２年１０月に分類表が公開され、２０１３年１月に分類表が発効しています。

ＣＰＣは、欧州特許庁のＥＣＬＡとＩＣＯをベースに構築されたものです。

（１）ヨーロッパ特許分類（ＥＣＬＡ／ＩＣＯ）

欧州特許庁は、ＩＰＣの構造を基礎とした独自の分類体系として、ヨーロッパ特許分類

（ＥＣＬＡ：Europian Clasification System）を構築、運用しています。さらに、欧州特

許庁内部での利用を目的としてＩＣＯ（IN Computer Only）という検索キーが付与されて

いる分野もあります。

ＥＣＬＡは特許の発明の内容に合致する発明情報として付与し、ＩＣＯはそれ以外の付

加情報用です。

①ＥＣＬＡ（エクラ）

国際特許分類であるＩＰＣを基礎とし、ＩＰＣを更に細かく分類するという考え方で構

築されています。

ＩＰＣ： Ａ０１Ｂ６１／０４

ＥＣＬＡ： Ａ０１Ｂ６１／０４ Ｄ２Ｂ

ＩＰＣの後に、サブディビジョンが付加される形式を採用しています。サブディビジョ

ンは、英字・数字・英字・数字の順で階層展開されます。

＜ＥＣＬＡの階層＞

A01B61/00 Device for, or parts of, agricultural machines ・・・

A01B61/04 ・ of the connection between tools and carrier beam or frame

A01B61/04B ・・ [with shearing devices]

A01B61/04D ・・[the connection enabling ・・・]

A01B61/04D2 ・・・[the device including an energy accumulator ・・・]

A01B61/04D2B ・・・・[the connection or the energy accumulator ・・・]

＜Ｙセクション＞

ＥＣＬＡには、ＩＰＣには無いＹセクションがあります。Ｙセクションは、

GENERAL TAGGING OF NEW TECHNOLOGICAL DEVELOPMENTS のセクションとされ、新たな技術展

開を把握する目的や、分断横断的な技術に分類付与する目的で構成されています。Ａ～Ｈ

セクションに分類された文献に付加的に用いられ、Ａ～Ｈセクションの分類に代えてＹセ

クションの分類が付与されることはありません。
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Y02 TECHNOLOGIES OR APPLICATIONS FOR MITIGATIONORADAPTATION AGAINST

CLIMATE CHANGE

Y04 INFOMATION OR COMMUNICATION TECHNOLOGIES HAVING AN IMPACT ON OTHER

TECHNOLOGY AREAS

Y10 TECHNICAL SUBJECTS COVERED BY FORMER USPC CROSS=REFERENCE ART

COLLECTINS [XRACs] and DIGESTS

②ＩＣＯ（アイコ）

ＩＣＯ（In Computer Only）は、ＥＣＬＡを部分的に展開した分類体系で、ＥＣＬＡと

同様の構造を有しています。分野によっては、ＥＣＬＡより細かい観点で分類されており、

ノイズ文献の少ない効率的な検索ができました。

発明の主要な特徴点についてはＥＣＬＡを付与し、ＩＣＯは出願に開示された追加的・

補足的な観点について付与するという運用がなされてきました。

次の例のように、ＥＣＬＡのセクションを他の英文字（Ａ→Ｋ）に置き換えて構成され

たＩＣＯがあります。置き換えのルールは下記の通りです。

ＥＣＬＡ： Ａ０１Ｂ６１／０４Ｄ２Ｂ

ＩＣＯ： Ｋ０１Ｂ６１／０４Ｄ２Ｂ

ECLA Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

ICO Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｐ Ｒ Ｓ Ｔ

（２）ＣＰＣ（Cooperative Patent Classification）

●ＥＣＬＡからＣＰＣへの変換

ＣＰＣは、ＩＰＣの番号体系を用いるため、スラッシュ（／）の後に英文字を用いませ

ん。そこで、ＥＣＬＡからＣＰＣへの変換では、ＥＣＬＡのサブディビジョンの部分を数

字に置き換えるようにしています。

ＥＣＬＡ： Ｈ０１Ｌ２１／０２Ｄ２Ｐ

ＣＰＣ： Ｈ０１Ｌ２１／０２０３

ＩＰＣ ＥＣＬＡ ＣＰＣ

H01L21/027 H01L21/027

H01L21/027B

H01L21/027B2

H01L21/027

H01L21/0271

H01L21/0272
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H01L21/033

H01L21/027B6

H01L21/027B6B

H01L21/027B6B2

H01L21/027B6B4

H01L21/027B6C

H01L21/027B6D

H01L21/027B6E

H01L21/033

H01L21/0273

H01L21/0274

H01L21/0275

H01L21/0276

H01l21/0277

H01L21/0278

H01L21/0279

H01L21/033

●ＩＣＯからＣＰＣ、ＣＰＣ２０００シリーズへの変換

ＩＣＯには、ＥＣＬＡと対になる内容の Mirrored ICO やＥＣＬＡではカバーできない範

囲に付与された（Orthogonal ICO, Further ICO）などがある。

＜ Mirrored ICO(ECLA) → ＣＰＣ（Main Trunk） ＞

＜ Breakdown ＩＣＯ → ＣＰＣ2000 シリーズ ＞

ＩＣＯ ＥＣＬＡ ＣＰＣ

Mirrored ICO

Breakdown ICO

Mirrored ICO

T01L21/285

T01L21/285B

T01L21/285B4

T01L21/285B4A

T01L21/285B4B

T01L21/285B4B2

T01L21/285B4C

T01L21/285B4D

T01L21/285B4F

T01L21/285B4H

T01L21/285B4H2

T01L21/285B4L

T01L21/285B6

T01L21/285B6B

T01L21/285B6C

T01L21/285B6C2

T01L21/288

H01L21/285

H01L21/285B

H01L21/285B4

H01L21/285B4A

H01L21/285B4B

H01L21/285B4B2

H01L21/285B4C

H01L21/285B4D

H01L21/285B4F

H01L21/285B4H

H01L21/285B4H2

H01L21/285B4L

H01L21/285B6

H01L21/285B6B

H01L21/285B6C

H01L21/285B6C2

H01L21/288

H01L21/285

H01L21/28506

H01L21/28512

H01L21/28518

H01L21/28525

H01L21/28531

H01L21/28537

H01L21/285543

H01L21/2855

H01L21/28556

H01L21/28562

H01L21/28568

H01L21/28575

H01L21/28581

H01L21/28587

H01L21/28593

H01L21/288

＜ Orthogonal ＩＣＯ → ＣＰＣ2000 シリーズ ＞

＜ Deep-Indexing ＩＣＯ → ＣＰＣ2000 シリーズ ＞
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ＩＣＯ ＣＰＣ

Orthogonal ICO T01L925/065

T01L925/065S

H01L2925/065

H01L2925/0655

Deep-Indexing ICO L65D519/00Y1

L65D519/00Y1B

B65D2519/00009

B65D2519/00014

＜ ＹセッションＩＣＯ → ＣＰＣ ＞

ＩＣＯ ＣＰＣ

Y10S165/00

Y10S165/001

Y10S165/00

Y10S165/001
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２－４．外国特許を調べたい

２－４－１．Espacenet（欧州特許庁が提供する主要国の特許情報を網羅した DB）

欧州特許庁が提供する特許 DB では、主要な国の特許情報を入手できます。

（１）特許番号から特許情報を入手する

（２）出願人名、発明者名から特許情報を入手する

（３）技術用語（キーワード）から特許情報を入手する

（４）特許分類から特許情報を入手する

Espacenet の初期画面を次頁に示しました。

上の画面で表示されているように、

Smart seach： 番号検索用

Advanced seach： 高度な検索用 （出願人、発明者、IPC、優先権主張番号

など各種観点から検索できます）

Classification seach： 特許分類を用いた検索ができます
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２－４－２．米国特許を調べる

米国特許の情報は米国特許庁の検索画面を利用しましょう。

上の画面で、

左側に、審査済み登録特許を調べる画面へ移行できます。

Quick Search , Advanced Search 及び Number search の検索画面

右側は公開特許の情報を調べる画面へ移行できます。

Quick Search , Advanced Search 及び Number search の検索画面

中央で役に立つのは、｢Public PAIR｣です。米国特許の審査経過情報や file wrapper

情報を入手可能です。

もうひとつの情報源は｢Google Patent Search｣です。

led light で検索
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３．特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）の利用法

３－１．どのような内容を調べられるか

特許・実用新案のボタンをクリックすると

１ 特許・実用新案番号照会

既知の番号から公報を入手できる

２ 特許・実用新案テキスト検索

技術用語、出願人名、発明者名等から特許情報を入手

３ 特許・実用新案分類検索

IPC、FI 及び F タームから特許情報を入手

４ パテントマップガイダンス（PMGS）

調査に必要な特許分類情報を入手

５ 外国公報 DB

６ 審査書類情報照会

特定特許の審査段階での詳細資料を入手

７ コンピュータソフトウエアデータベース(CSDB)検索

８ ワン・ポータル・ドシエ(OPD)照会

パテントファミリー情報の入手

９ 中韓文献番号照会（特許庁関連サイトへ）

１０ 中韓文献テキスト検索（特許庁関連サイトへ）

経過情報

１ 番号照会 特許番号を入力し、審査経過情報を入手

２ 範囲指定検索

３ 最終処分照会 特許番号から最終処分情報を入手

経過情報－範囲指定検索

以下の画面で、種別を指定し、日付範囲を指定して検索



- 49 -

種別：以下の画面で表示された内容

医薬品、農薬関連特許の期間延長に関する情報を入手できます。

審判

１ 審決公報 DB 審判の結果が確定した場合、その情報を入手できる

２ 審決速報

３－２．各種情報の入手例

３－２－１．審査経過情報

出願番号：2010-25 で検索
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照会ボタンをクリック

出願番号をクリック

最初に基本項目が表示される、出願情報を表示
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審判情報を表示

拒絶査定不服審判を提起したが、認められなかった事例

３－２－２．審査書類情報照会

出願番号：2010-25

照会ボタンをクリック
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最後の前置報告書を選択

３－２－３．特許権の延長に関する情報の入手

（１）特許権延長出願情報の入手 日付：20151201～20151231

検索ボタンをクリック
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一覧表示ボタンをクリック

次の一覧を表示



- 54 -

（２）特許権延長登録情報の入手

種別：特許権の存続期間の延長登録 日付：20151201～20151231

検索ボタンをクリック
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結果一覧を表示
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３－２－４．審判情報の入手

（１）拒絶査定不服審判 不服 2012-26018

照会ボタンをクリック

文献番号をクリック
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結論部分：原査定を取り消し、特許すべきものとする
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（２）権利無効審判 無効審判 2013-800142

照会

文献番号をクリック
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結論部分
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３－３．異議申し立て又は無効審判があった特許を調べる

（１）審判情報： 経過情報画面で、範囲指定検索を選択

検索ボタンをクリック

一覧表示ボタンをクリック
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１件の審判含号をクリック
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（２）異議申し立て情報 種別：予告登録一覧（付与後異議：特許・実用新案）

検索ボタンをクリック



- 63 -

一覧表示

異議番号をクリック
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結論部分 異議申し立てが認められずの事例
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３－４．異議申し立ての決定又は無効審判の審決情報の入手

（１）異議申し立ての決定

検索

一覧表示
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異議番号をクリック
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結論部分

（２）無効審判の審決情報：異議申立検索画面 四法：特許 IPC：A61K

検索
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一覧表示
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結論部分 特許の権利維持
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３－５．特定の技術分野に関する特許情報の入手

調査テーマ：「ゴミと一緒に水も吸い込むことのできる掃除機｣

検索式：掃除機 and (水 or 液) and 吸 not 方法

公報テキスト検索画面 公開特許を検索対象とする

キーワードで検索ボタンをクリック

一覧表示
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関連性の高い結果を表示

11)【公開番号】特開 2016-146998(P2016-146998A)

(43)【公開日】平成 28 年 8 月 18 日(2016.8.18)

(54)【発明の名称】サイクロン分離装置及び電気掃除機

(51)【国際特許分類】

Ａ４７Ｌ 9/16 (2006.01)

Ｂ０４Ｃ 5/04 (2006.01)

Ｂ０４Ｃ 5/08 (2006.01)

【ＦＩ】

Ａ４７Ｌ 9/16

Ｂ０４Ｃ 5/04

Ｂ０４Ｃ 5/08

【テーマコード（参考）】

３Ｂ０６２

４Ｄ０５３

【Ｆターム（参考）】

3B062AH02

4D053AA03

4D053AB01
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4D053BA01

4D053BB02

4D053BC01

4D053BD04

4D053CA04

4D053CA05

4D053CB14

4D053CC01

4D053CD01

4D053CD23

4D053DA10

11)【公開番号】特開 2016-30050(P2016-30050A)

(43)【公開日】平成 28 年 3 月 7 日(2016.3.7)

(54)【発明の名称】電気掃除機

(51)【国際特許分類】

Ａ４７Ｌ 7/00 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 5/24 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 9/16 (2006.01)

【ＦＩ】

Ａ４７Ｌ 7/00 Ａ

Ａ４７Ｌ 5/24 Ａ

Ａ４７Ｌ 9/16

【テーマコード（参考）】

３Ｂ０６２

【Ｆターム（参考）】

3B062AH00

3B062AH03

3B062AH05

(11)【公開番号】特開 2015-54185(P2015-54185A)

(43)【公開日】平成 27 年 3 月 23 日(2015.3.23)

(54)【発明の名称】電気掃除機

(51)【国際特許分類】

Ａ４７Ｌ 9/28 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 9/00 (2006.01)
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【ＦＩ】

Ａ４７Ｌ 9/28 Ａ

Ａ４７Ｌ 9/00 Ｚ

【テーマコード（参考）】

３Ｂ００６

３Ｂ０５７

【Ｆターム（参考）】

3B006GA00

3B057DA00

3B057DA04

3B057DE02

(11)【公開番号】特開 2013-198699(P2013-198699A)

(43)【公開日】平成 25 年 10 月 3 日(2013.10.3)

(54)【発明の名称】電気掃除機およびその吸込口体

(51)【国際特許分類】

Ａ４７Ｌ 7/02 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 9/04 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 11/204 (2006.01)

Ａ４７Ｌ 11/03 (2006.01)

【ＦＩ】

Ａ４７Ｌ 7/02

Ａ４７Ｌ 9/04 Ａ

Ａ４７Ｌ 11/204

Ａ４７Ｌ 11/03

【テーマコード（参考）】

３Ｂ０６１

【Ｆターム（参考）】

3B061AA18

3B061AD05

3B061AE02

この分野の特許分類を確認する
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A47L の分類解説文を表示

A47L7/00 を確認
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A47L9/00 の説明文を表示
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特許分類で検索 FI=A47L7/00A

検索結果：207 件
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一覧表示
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３－６．日本の十大発明家・特許情報の入手

1985 年に十大発明家が選定されました。

発明家 発明品 日本特許番号 特許取得年

豊田佐吉 木製人力織機 1195 1891 年

御木本幸吉 養殖真珠 2670 1896 年

高峰譲吉 アドレナリン 4785 1901 年

池田菊苗 グルタミン酸ソーダー 14805 1908 年

鈴木梅太郎 ビタミン B1 20877 1911 年

杉本京太 邦文タイプライター 27877 1915 年

本多光太郎 KS 鋼 32234 1918 年

八木秀次 八木アンテナ 69115 1926 年

丹羽保次郎 写真電送方式 84722 1929 年

三島徳七 MK 磁石鋼 96371 1932 年

八木秀次の特許 番号照会画面：種別 C 番号：69115

照会ボタンをクリック
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特明 69115 をクリック
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４．外国特許情報の入手

４－１．諸外国特許情報の入手（espacenet の利用）

４－１－１．キーワード検索

Advanced search Title oe abstract 欄：LED and LIGHT と入力

検索結果（１）
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検索結果（２）

具体的特許番号をクリック

基本情報が表示される 左側の Original document をクリックして公報を入手可能
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４－１－２．出願人検索

Applicants 欄： canon と入力

検索後
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圧倒的に米国特許が多いことが分かった

４－１－３．発明者での検索

発明者：山中伸弥 sinya yamanaka
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検索結果
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京都大学 山中教授の特許の例

４－１－４．欧州特許の権利情報の入手 EP2610314

検索結果
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タイトルをクリック

色々な情報の入手
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（１）Patent family

（２）Legal status（法的状況）



- 88 -

（３）EP register 最初に基本情報が表示される

Event history（経過情報）
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All documents（審査書類情報）

その内容を表示（一例）

このように EP 特許については権利関連情報も入手できる
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４．米国特許情報を入手する

４－２－１．キーワード検索

米国特許庁検索画面

検索画面の説明

左側画面は、審査済み特許の検索用

検索画面は Quick Search（迅速検索）、Advanced Search（高度な検索）

及び Number Search（番号検索）の３種類

右側は公開特許の検索画面

中央部は権利関連情報を入手できる Public PAIR に注目
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Quick Search 画面 Abstract 対象に LED and LIGHT で検索

検索結果 No.1-50



- 92 -

検索結果 No.201-250

特定特許番号をクリック
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特許分類情報を表示

images ボタンをクリック テキスト表示から公報表示へ変更
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最近の米国特許には、CPC（Cooperative patent Classification）という新しい特許分類

が付与されている。CPC は欧州特許庁と米国特許商標庁が共同で管理・使用する新しい分

類体系である。欧州特許商標庁が使っていた ECLA という分類体系を基本にしている。

最近の外国特許の調査には CPC に関する知識が不可欠となっている。

５－２．出願人からの検索

出願人 Canon で検索
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search ボタンをクリック

150～50 件の結果を表示

一つの特許番号をクリック
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公報形式での表示へ
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５．特許権を巡る争い

特許権は国に認められた強力な権利ですが、審査官が権利を付与した結果に不服がある

場合は、審査の上位に相当する審判や裁判所に提訴して争う道が設けられています。

権利者は自社の保有する権利が侵害されたと認識した場合には、通常は相手企業に対し

て御社は自社の保有する特許を侵害していますよという警告状を出し、相手側と話し合い

を行います。話し合いで解決できない場合は裁判で争うことになります。

その一例として、一般の方にもわかりやすい技術の事例を紹介いたします。

特許の紛争事例 「切り餅事件」

（１）事件の概要

２００９年３月に越後製菓がサトウ食品に対して自社の特許を侵害していると提訴して

始まりました。２審の判決を不服として、サトウ食品が上告しましたが、２０１２年９月

１９日、最高裁判所はこの上告を棄却する決定を下しました。

（２）訴訟の内容

本件は、２００９年３月に発明の名称を「餅」とする特許４１１１３８２号の特許権者

である原告（越後製菓）が、サトウ食品に対して、特許権の対象となる製品の製造、譲渡

などの禁止、製造設備の廃棄、損害賠償を求めた訴訟である。１審の東京地方裁判所では、

２０１０年１１月に越後製菓の請求を全て棄却する判決が出された。越後製菓はこれを不

服として、知財高等裁判所へ控訴した。２審の知財高等裁判所では、１審の判決を取り消

し、越後製菓の請求を認める逆転判決が出された。この判決に対して、サトウ食品は最高

裁判所へ上告した。

（３）判決

最高裁判所は、サトウ食品の訴えを棄却する判決を下した。これにより、対象製品の販

売停止、製造設備の撤去、ならびに越後製菓への約８億円の損害賠償の支払いを余儀なく

された。

事件の経緯

事件の背景

越後製菓㈱は特許第 4111382 号（越後特許）の特許権者です。一方、佐藤食品工業㈱は

長年「サトウの切り餅」（サトウ餅）と称する切り餅を販売していました。
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サトウ餅の売り上げの好調を見かねたのか、越後製菓は自社の越後特許を武器に、平成

21 年に差し止め請求などを求めて東京地裁に訴えました。

両者を比較すると下図のようになります。

問題の「切り込み部」が、越後特許では側面だけ、サトウ餅では側面だけでなく、上下面

にも十字形に入っています。

切り込み部は何のために？

この切り込み部を設けると、それまで制御不能だった膨れ出しの位置を特定でき、吹き出

し力も小さくすることができる、そのために焼き網へ垂れ落ちるほど膨れ出たりすること

を確実に抑制できる、というのです。

高裁まで

東京地裁では、被告のサトウの反論が認められました。「サトウ餅は越後特許の技術的範

囲に属さない」、侵害ではない、という結論です。その判決に不服の特許権者、越後は知財

高裁に控訴しました。知財高裁は東京地裁の判決を覆しました。「侵害だ」というのだから

特許権者の勝です。しかも損害賠償請求の金額が 14億 8500 万円という高額なものでした。

なぜ判決が逆転したのでしょう？

争点は？

上の図の通り、越後特許では、側面を一周して 1本の「切り込み部」を入れる

という権利です。これを越後特許では次のように表現しています。

載置底面又は平坦上面ではなくこの小片餅体の上側表面部の立直側面である側周表面に、
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この立直側面に沿う方向を周方向としてこの周方向に長さを有する一若しくは複数の切り

込み部又は溝部を設け、・・・

なぜ「載置底面」「平坦上面」といった表現をしたのでしょう。図のような直方体の餅の場

合、その「下面」「上面」「側面」といえばよさそうなものです。その理由は、焼くときに

立てることもあるだろう、すると販売段階の切り餅を見ただけでは「側面」といってもど

こだか分からない、ということからです。後に知財高裁では、そのように解釈しました。

二種類の解釈が？

解釈 侵害への影響

載置底面又は平坦上面は除外して、「側周表

面のみ」に切り込み部を設ける、という意味。

底面や上面に切り込み部がある餅は、侵害に

ならない。

載置底面や平坦上面ではない位置に「側周表

面」がある。その側周表面に切り込み部を設

ける、という意味。

側面に切り込み部があれば、底面や上面にあ

っても侵害となる。

そのいずれを取るかで、側面だけでなく、上下の表面にも十字状に切り込み部があるサト

ウ餅にとっては重要な問題になります。

地裁の判断

東京地裁は問題の記載を比較表の上段のように解釈しました。すなわち、載置底面又は

平坦上面は除外して「側周表面のみ」に切り込み部を設ける、という意味に解釈したので

す。すると、底面や上面に切り込みを入れたサトウ餅は、越後特許の技術的範囲に属さな

い、侵害にならないという結論です。

高裁の判断

それに対して知財高裁は比較表の下段のように解釈しました。すなわち、「載置底面又は

平坦上面ではなく」との記載は、そこではない「側周表面」、そこに切り込み部を設けるこ

とを明確にするための記載だ、とするのです。それなら前記したように製品を見ただけで

は、焼き方次第で上下が決まらず、どこが「側周表面」か不明な切り餅の場合にも明確に

解釈ができます。

このように問題のフレーズは、「側周表面」をより明確にする趣旨で付加された記載と理

解できるのであって、載置底面又は平坦上面に切り込み部等を設けることを排除する趣旨

を読み取ることはできない、というのです。だから、底面や表面に切り込みが入っていて

も技術的範囲に属する、侵害だ、と判断しました。 特許権者の越後の勝でした。
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明細書の記載

結論は上記の通りなので話は前後しますが、争いの経過を見ると越後特許の明細書の次

のような記載も問題でした。

1)忌避すべき焼き上がり

切餅の平坦上面又は載置底面に切り込みが存在する場合には、焼き上がった後その切り込

み部位が人肌での傷跡のような焼き上がりとなるため、忌避すべき状態になる。

この記載からすると、上面、底面に切り込みがあると越後特許のねらっている効果が期

待できない、とも読めます。しかし高裁は次のように判断しました。

載置底面又は平坦上面に切り込み部を設けたために、美観を損なう場合が生じ得るから

といって、そのことから直ちに、底面又は上面に切り込み部を設けることが、排除される

と解することは相当ではない。周方向の切り込み等による上側の持ち上がりが生ずる限り

は、本件発明の作用効果が生ずるものと理解することができ、載置底面又は平坦上面に切

り込み部を設けないとの限定がされているとはいえない。

2)別の表現があるはず

被告のサトウは次のようにも主張していました。

切り込み部が餅体の上側表面部の立直側面である側周表面に設けられるという構成であ

ることを表現するのであれば、「小片餅体の上側表面部の立直側面である側周表面に切り込

み部又は溝部を設ける」と記載すれば足りるはず。なにも「載置底面又は平坦上面ではな

く」との記載を付加する必要はないではないか。これを付加したのは「載置底面又は平坦

上面」を排除する意図があったはず。

しかし高裁は次のように判断しました。

前記のとおり角形等の切餅において最も広い面を載置底面として焼き上げるのが一般的

であるといえるが、（狭い面を下にして立てて焼く場合もある、という参考図を根拠に）こ

れにより一義的に全ての面が特定できるとは解されない。

したがって餅体の上側表面部の立直側面である側周表面を特定するため「載置底面又は

平坦上面ではなく」との記載を付加することに意味があるといえる。
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意見書での主張

1)最初の意見書

越後は、審査の段階で最初に「側周表面にのみに設け」と限定した補正書を提出し、意

見書では次のように主張していたのです。

本発明は切り込みを天火が直に当たりずらい側周表面にのみ設け、しかも切り込みを水

平方向に切り入れ、更に周辺縁あるいは輪部縁に沿う周方向に長さを有する切り込みと

し、他の平坦上面や載置底面には形成せず・・・

前述のように切り込みの焼き上がり具合は決して刃傷のようにはならず見た目も良い

だけでなく、この切り込みの前述のような形成位置設定によって、切り込み下側に対して

切り込み上側は膨れるように持ち上がり、まるで最中サンドのように焼き上がり、今日ま

での餅業界では全く予想もできないきれいにして均一な焼き上がりを実現できたのです。

この段階で特許になれば、切り込み部は「側周表面にのみ」に設けてあるのだから、切

り込み部が側周表面以外にも設けてある切り餅は技術的範囲に属さない、製造販売は侵害

ではない、ということになったはずです。

2)手のひらを反して

しかしこの切り込み部を「側周表面にのみに設け」の補正は「新規事項の追加」に当た

るとの拒絶理由通知が来ました。それを受けて再度補正書を提出して「のみ」を削除し、

上記の意見も撤回しました。その 2 回目の意見では、「審査官のご指摘」を前面に出して、

前回の意見がなんだったの？と言いたくなる手のひらを返したような主張をしています。

「言うまでもないことです」の部分がスゴイですね。

審査官の要旨変更とのご指摘を踏まえて、元通り「のみ」を削除し、・・・出願当初通
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り「のみ」かどうかは本発明と無関係と致しました。この点に真に本発明の画期的な創作

性があるのです。この最中サンドのように膨れて持ち上がるように焼き上がることが本発

明の最も重要な必須の発明ポイントであり、勿論見た目が悪くなっても構わなければ平坦

上面にも更に切り込みを追加しても構わないことは言うまでもないことです

3)高裁の判断

この意見の振れをサトウに攻撃されましたが、高裁は次のように理解しまし

た。

本件特許に係る出願過程において、原告（越後）は拒絶理由を解消しようと

して、一度は手続補正書を提出し、同補正に係る発明の内容に即して、切餅の

上下面である載置底面又は平坦上面ではなく切餅の側周表面のみに切り込みが設け

られる発明である旨の意見を述べた。（しかしこの際の補正と意見を撤回したのだか

ら）出願過程において撤回した手続補正書に記載された発明に係る「特許請求

の範囲」の記載の意義に関して、原告が述べた意見内容に拘束される筋合いは

ない。

むしろ、本件特許の出願過程全体をみれば原告（越後）は、撤回した補正に

関連した意見陳述を除いて切餅の上下面である載置底面及び平坦上面には切り込み

があってもなくてもよい旨を主張していたのであって、そのような経緯に照らすなら

ば、被告（サトウ）の上記主張は採用することができない。

最初の「のみ」補正では多分勝てなかったと思われる特許権ですが、審査官

の指示に沿った補正で救われてよかったですね。

参考までに該当とっきょの特許請求の範囲１を示します。

越後製菓特許 4111382

【請求項１】

焼き網に載置して焼き上げて食する輪郭形状が方形の小片餅体である切餅の載置底面又は平坦上面では

なくこの小片餅体の上側表面部の立直側面である側周表面に、この立直側面に沿う方向を周方向としてこ

の周方向に長さを有する一若しくは複数の切り込み部又は溝部を設け、この切り込み部又は溝部は、この

立直側面に沿う方向を周方向としてこの周方向に一周連続させて角環状とした若しくは前記立直側面であ

る側周表面の対向二側面に形成した切り込み部又は溝部として、焼き上げるに際して前記切り込み部又は

溝部の上側が下側に対して持ち上がり、最中やサンドウイッチのように上下の焼板状部の間に膨化した中

身がサンドされている状態に膨化変形することで膨化による外部への噴き出しを抑制するように構成した
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ことを特徴とする餅。

佐藤食品工業特許 3620045

【請求項１】

上面，下面，および側面に切り込みを入れ、前記上面と下面には十字の切り込みを入れ、前記側面には横

方向の切り込みを入れるとともに、前記十字の切り込みは、切り餅の長辺と略平行な切り込みと、切り餅

の短辺と略平行な切り込みからなり、前記長辺と略平行な切り込みの深さを切り餅の厚さの３０～４０％

とし、前記短辺と略平行な切り込みの深さを切り餅の厚さの２０～３０％としたことを特徴とする切り餅。

本案件は「切り餅」という誰でもが馴染みのある内容なので理解しやすいと思います。

特許権の紛争はこのように明細書の記載特に、特許請求の範囲に記載した文言を基に争う

ことになるので、誰が読んでも同じように理解できる文章であること、文章全体が論理的

に記述され、その内容が理解しやすいものであることが理想です。しかし多くの特許明細

書は現在でも、理想からかなり離れていると思います。


